
- 5 - 

 

 資料  新学習指導要領総則で示された枠組みから見た本校の教育活動 

 

 

 

 

③「どのように学ぶか」 ④「子供の一人一人の発達を 

どのように支援するか」 

⑤「何が身に付いたか」 

・基礎基本の確実な定着 

・主体的・対話的で深い学び

の実現 

・個別最適な学びと協働的な

学びの実現 

・ＩＣＴ機器の活用 

・丁寧な児童理解と個に応じた

指導の充実 

・ほめて伸ばす指導 

・気持ちに寄り添う相談・指導 

・他者との関わり方を学ぶ機会  

 の設定 

・児童の「見通しと振り返

り」、教師の「指導と評価

の一体化」 

・活用の機会の設定 

・キャリア・パスポートの

活用 

 

⑥「実施するために何が必要か」 

 

 

①「何ができるようになるか」（教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力） 

②「何を学ぶか」（各教科・領域、特別活動等、縦横のつながりを踏まえたカリキュラム・

マネジメント） 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「自分を高め、ともに進む子」 

キャリア教育を核として（和田小でおさえた４つの基礎的・汎用的能力） 
      ≪人とかかわる力≫   ≪自分を見つめる力≫ 

≪学びをふかめる力≫  ≪未来につなげる力≫   

   
学びを人生や社会に生かそうとする 

「学びに向かう力・人間性等」 

生きて働く「知識・技能」 
未知の状況にも対応できる 
「思考力・判断力・表現力等」 

学習の基盤と 

なる資質・能力 
言語能力 情報活用能力（ＩＣＴ活用） 問題発見・解決能力 

学校・教職員 
・子供に寄り添い、児童理解に努める 
・自己研鑽に励む 
・組織で考え、動き、支え合う（ワン
チーム） 

・働き方を意識し、健康で元気に働く 

学校運営協議会 
・ＰＤＣＡサイクルを機能させる 
・社会に開かれた教育課程の推進 
・地域社会との連携促進 

保護者（家庭） 
地域（自治会） 
教育機関 
行政機関 
医療機関 
ボランティア 

連携・協力・協同 

＜ 目 指 す 子 供 の 姿 ＞ 

知：学びあう

子 

徳：認めあう

子 

体:きたえあう

子 


